
福岡県

県管理河川における
水害対応タイムラインについて

資料１

福岡県



福岡県水害対応タイムラインの取組状況について

〇 国管理河川では、対象の全７３０市町村で水害対応タイムラインの作成が完了
〇 都道府県管理河川では、これまでに47都道府県の１，０８２市町村において、水害対応タイムライン
を作成（2021年9月末時点 進捗率約９３％）
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都道府県単位で見た作成状況47都道府県

1,082 / 1,169

進捗率：約９３％



水位
危険度
レベル

洪水キキクル
（洪水警報の
危険度分布）

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、県管理河川沿川の市町村の

避難指示の発令等に着目したタイムライン （防災行動計画）

○○県土整備事務所 住民等○○市町村

氾濫危険水位到達情報

○水防団へ指示
○連絡要員の配置
○気象情報、水位、雨量を常時確認

災害警戒体制

災害対策本部設置

○ホットライン（○○県土整備事務所長）

○避難所開設準備

避難完了

危険な場所から
高齢者等は避難

○所内体制及び市町村との連絡体制の確保
○工事現場等の安全管理
○管理施設の巡視強化
○道路交通への安全対策
○水防に係る水位情報伝達体制の確認
○重要水防箇所及び水門等の場所及び操作、
連絡方法等の確認

○テレビ、ラジオ、インターネット等
による気象警報、大雨、河川状況
等の確認

○ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認

○非常用持ち出し品の確認

○被害状況の把握

災害準備体制

○防災無線、携帯メール等
による避難指示等の受信

R○.○.○作成

○防災担当者間での情報共有
・防災体制の確認
・気象情報を踏まえたタイムラインの確認
○水防団への注意喚起
○自主避難のための避難所を開設
○休校の判断、体制の確認等（教育委員会）

市町村名 ：◯◯市
河 川 名 ：◯◯川

○緊急対策工事等の実施

水防警報（準備）

水防警報（出動）

○ホットライン（○○県土整備事務所長）

水防団出動

（市町村長等）

（市町村長等）

○必要に応じ自衛隊への派遣要請
○避難者への支援

○防災無線、携帯メール等による
高齢者等避難の受信

危険な場所から
全員避難

災害注意体制

水防地方本部
設 置

※避難情報に関するガイドライン（内閣府：令和3年5月）を参考に作成。
※時間経過については想定で記載しており、実際の気象経過及び状況に応じた対応が必要である。

水防警報（警戒）

事前準備体制

福岡県総合
防災情報HP

気象庁HP

レベル５

水防警報（待機）

避難指示

高齢者等避難

緊急安全確保 命の危険
直ちに安全確保！

気象・水象情報

水防団待機水位到達

氾濫注意水位到達

氾濫危険水位到達

堤防天端水位到達・越流

氾濫発生

○台風進路予報-72h

-48h

-24h

◇大雨特別警報

○台風に関する福岡県気象情報
（随時）

◇大雨注意報、洪水注意報

○台風説明会（福岡管区気象台）

○ホットライン（福岡管区気象台）

-12h

-0h
※台風上陸

○早期注意情報（警報級の可能性）

避難判断水位到達

福岡県総合
防災情報HP

レベル１

レベル２

注意

レベル４

危険

レベル５

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、事象によって、異なります。

レベル３

警戒○暴風警報または暴風特別警報

○高潮警報または高潮特別警報

○高潮注意報（警報に切り替える可能性）

○管理職員等の配置
○水防団へ指示

避難判断水位到達情報

注意

【警戒レベ
ル２相当】

災害
切迫

【警戒レベ
ル５相当】

◇大雨注意報、洪水注意報
（警報に切り替える可能性）
※夜間～翌日早朝に警報に切り替え
る可能性が高い場合は警報と同等

◇大雨警報、洪水警報

危険

【警戒レベ
ル４相当】

警戒

【警戒レベ
ル３相当】

※ 避難が必要な状況が、夜間・早朝が想定される
場合は、早めの避難指示の発令を判断



福岡県

○○ダム管理出張所 住民等○○市町村気象・水象情報

○水防団へ指示

災害対策本部設置

○避難所開設準備

堤防天端水位到達・越流

避難完了

◇大雨・洪水・暴風警報発表

氾濫発生

○連絡要員の配置

要配慮者避難開始

○休校の判断、体制の確認等（教育委員会）

○台風進路予報-72h

-48h

-24h

◇大雨特別警報発表

○テレビ、インターネット、
ラジオ等による気象警報、
大雨、河川状況等の確認

○自主避難のための避難所を開設

○ハザードマップ等による
避難所・避難ルートの確認

○非常用持ち出し品の確認○台風に関する気象情報 （随時）

◇大雨・洪水注意報発表

○台風説明会（福岡管区気象台）

○被害状況の把握

○ホットライン （福岡管区気象台）

災害準備体制

○気象情報、水位、雨量を常時確認

○防災無線、携帯メール等
による避難指示の受信

○防災担当者間での情報共有
・防災体制の確認
・気象情報を踏まえたタイムラインの確認

○管理職員等の配置

-12h

-0h

○緊急対策工事等の実施

※台風上陸

○水防団への注意喚起

水防団出動

（市町村長等）

○水防団へ指示

※避難が必要な状況が、夜間・早期になると想定される場合は、
早めの避難指示等の発令を判断

○必要に応じ自衛隊への派遣要請

○避難者への支援

○防災無線、携帯メール等
による高齢者等避難の受信

避難開始

災害注意体制

※避難情報に関するガイドライン（内閣府：令和3年5月）を参考に作成。
※時間経過については想定で記載しており、実際の気象経過及び状況に応じた対応が必要である。

○警報級の可能性（高・中）の情報

事前準備体制

高齢者等避難

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、事象によって、異なります。

○連絡体制の確認
○操作規則に基づく点検、整備

○ダム放流量を常時確認

○下流河川の水位上昇に注意

災害警戒体制

避難指示

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、市町村の避難指示の発令等に

着目したタイムライン （防災行動計画） 【○○ダム】

市町村名：◯◯市
R○.○.○作成

洪水警戒体制の通知

放流開始の通知

洪水調節開始の情報

重要通知 緊急放流 開始

重要通知 緊急放流 １時間前

重要情報 緊急放流 ３時間前

放流量増加による急激な
河川水位上昇の通知

○ホットライン （○○県土整備事務所長） （市町村長等）

○ホットライン （○○県土整備事務所長）

（市町村長等）○ホットライン （○○県土整備事務所長）


